
テーマ 「稲作技術の新たな潮流」

① 北海道産米の課題と展望
－ ICTを活用した「ゆめぴりか」の食味・品質と土壌管理 －

（地独）北海道立総合研究機構
農業研究本部 地域技術グループ

研究主幹 五十嵐 俊成 氏

新潟県産米の輸出拡大を可能にする
②

新潟県産米の輸出拡大を可能にする
低コスト多収栽培技術

新潟県農業大学校
教授 長谷川 雅義 氏

③
水稲の鉄コーティング直播栽培における
省力安定多収と土づくり

JA全農委託コンサルタント
（元農研機構西日本農業研究センター）

山内 稔 氏

④
最近増加する水稲の秋落ち現象への
対応と硫化水素の『見える化』について

新潟県農業総合研究所基盤研究部
環境保全研究チーム

専門研究員 白鳥 豊 氏

★ コーディネーター 東京大学名誉教授 （一財）日本土壌協会 会長 松本 聰 氏

●参加費 （振込による事前支払いです）

講演会
会 員 2,000円※

一 般 3,000円

懇談会
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ終了後

会 場： 日比谷図書文化館
地下１階 大ホール

●

懇談会 3,000円
ｼﾝﾎ ｼ ｳﾑ終了後
館内レストラン

※会員価格は下記①～⑤の会員の方が対象です
①土づくりフォーラム会員（団体会員／個人会員）
②土壌保全調査事業全国協議会
③エコファーマーネットワーク ④土壌医検定資格登録者
⑤土壌医の会全国協議会（準会員含む）

http://japan-soil.info/SOIL_FORUM/

土づくり推進フォーラム

●

http://japan-soil.info/SOIL_FORUM/event.html

